別添３
印刷DTP人材養成コース　職業能力の評価方法と判定基準
（１）一般要求水準　
1 印刷物を制作する各工程や、基本的な組版ルールを理解していること。
2 DTPに用いるコンピュータ、および周辺機器、記録メディアなどの仕組みを理解し、適切に取り扱うことができること。

3 DTPに用いるアプリケーションソフトの種類および、主だった機能、特徴を理解し、適切に取り扱うことができること。

4 指導のもと、DTP用のコンピュータおよびアプリケーションを使用して、仕様基準、指図通りにDTPデータまたは、それに用いる部品(図表、画像)の制作、加工を適切に行うことができること。
5 情報セキュリティの意義、規則を理解し、正しい情報の取扱いができること。

（２）試験内容（評価指標）
ジョブ・カード様式４（評価シート）により評価する。

職務遂行能力評価（上司及びＯＪＴ担当者による職務遂行過程の観察評価による３段階評価）

	試験科目

（仕事の範囲）
	出題範囲

（具体的な仕事の内容）
	合格基準

	1． コンピュータ関連
	1. コンピュータの取扱い方法
2. 周辺機器の取扱い方法

3. 記録メディアの取扱い方法
4. 情報セキュリティに対する理解
	実務または課題による観察により、ジョブ・カード〔評価シート〕（様式6）による評価で、A及びBが全評価項目の8割以上を占めていること。

	2． 組版の基礎知識
	5. 印刷工程の知識

6. 製版関連知識

7. 組版ルール
8. フォントに関する知識

9. 記号、約物の扱い
	実務または課題による観察により、ジョブ・カード〔評価シート〕（様式6）による評価で、A及びBが全評価項目の8割以上を占めていること。

	３．組版の基礎技術
	1. 文字入力

2. 検索・置換によるテキスト処理

3. 校正記号および校正方法


	実務または課題による観察により、ジョブ・カード〔評価シート〕（様式6）による評価で、A及びBが全評価項目の8割以上を占めていること。

	４．組版実務
	1. DTP組版

2. 作図・作表

3. 画像加工・変換

4. PDF書き出し


	実務または課題による観察により、ジョブ・カード〔評価シート〕（様式6）による評価で、A及びBが全評価項目の8割以上を占めていること。


　　

（３）合否判定基準
合格基準を満たした者を合格者とする。































